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研究成果の概要（和文）：SNSのうち、Twitterに投稿されたことばは、口語的な性格を帯びており、地域言語に
関するデータとしても活用できる可能性を秘めている。この可能性について検討する為、Twitterによる抽出結
果と、全国の高年層を対象に実施した方言調査の結果及び全国の大学生を対象に実施した方言アンケート調査結
果との比較を行った。その結果、全国の高年層で使用される方言がTwitter上で忠実に反映されているとは言い
難いが、Twitterデータの結果と大学生を対象としたアンケート調査結果とは、概ね一致した。この点でTwitter
データをことばの地域差を見出すための資料として十分活用できる可能性があることが判明した。

研究成果の概要（英文）：The texts posted in the Twitter, a form of the Social Network System (SNS), 
are colloquial in nature and have potentiality to utilize as data for the study of regional 
languages. In order to examine this potentiality of the Twitter post as data, we have explored the 
trend of difference revealed by comparing the extract of posts on the Twitter with the result of the
 survey conducted across the country on the dialects spoken by the elderly people as well as that of
 the questionnaire survey conducted nationwide on the dialects responded by the university students.
 This examination shows that the dialects spoken by the elderly people throughout the country have 
barely reflected on the Twitter data. The result of Twitter data rather mostly agreed with the 
result of questionnaire survey conducted on the dialect responded by the university students. This 
finding leads to assume that the Twitter data can be used in finding out the regional difference 
that exists between the dialects.
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１．研究開始当初の背景 
日本全土を対象とした方言の地理的研究

の代表的な成果として、国立国語研究所編
（1957-1965）『日本言語地図』、国立国語研
究所編（1989-2006）『方言文法全国地図』な
どを挙げることができる。これらの調査研究
によって、方言量の多いとされる語彙および
日本語文法上、基礎となる諸事象の全国分布
が明らかとなった。これらの研究は世界的に
も類をみない成果であり、世界中の方言学者
から高い評価を得ている。また、この研究成
果に触発され、日本各地でことばの地理的研
究が展開されてきた。このような方言の地理
的研究は、従来、フィールドワークにもとづ
いて方言資料を集め、そのデータをもとに研
究を遂行するのが一般的であった。そのため、
臨地調査には多大な旅費が必要で、さらにこ
れを全国的に行うには多くの人出と、長い歳
月がかかった。また、これまで言語地図とし
て公刊するに至るまで相当の時間を要した。
そこで、本研究ではマイクロブログの一種で
あり、ソーシャルネットワークの一つである
ツイッターの投稿データから方言を抽出し、
地理的分析のための資料として活用するこ
とにより、GIS ソフトを駆使して、リアルタ
イムの言語地図を作成する。これにより、こ
れまでの言語地図との比較が容易に行え、地
域差や言語変化の実態を探ることも可能と
なる。また、新方言と呼ばれる若者を中心に
使用される非標準形式の地理的分布や、昨今、
SNS で使用されるようになった新語や新方
言およびネオ方言などの分布特徴を、リアル
タイムに地図化することが可能となる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、代表的なソーシャルネットワ

ークサービス（SNS）であるツイッターの投
稿データを、日本の地域言語研究のための資
料として活用し、言葉の地域差の実態を解明
することを目指している。本研究の目的は、
以下の 3 点である。 
 
(1)ビッグデータを利用した地域言語研究の
実践と、その方法論の構築を行う。 

(2)ツイッターデータによることばの地域差
の研究の検証と実証を行う。 

(3)言語地理学と地理情報科学・空間情報科学
という学問分野との融合の道を切り開く。 

 
３．研究の方法 
本研究は、３カ年でツイートデータの検索

から、従来の方言の地理的研究によって明ら
かになっている方言分布を確認しながら、ツ
イートデータからはどのようなことばの地
域差が現れるのか、その検証を行った。検証
の方法として、全国の大学生アンケート調査
や、ツイートが多いと思われる日本の主要な
都市部において面接検証調査を実施した。平
成 27 年度の前半は、調査準備、予備的調査
を経て、後半に第１次調査を行うとともに、

並行してツイッターAPI により新たにツイー
トデータを蓄積していった。平成28年度は、
前半・後半に分け、第２次、第３次調査を実
施し、引き続きツイートデータの蓄積を行っ
た。収集した調査結果は、随時、整理をして
研究資料を作成していった。平成29年度は、
補充調査および研究資料の分析、考察を行う
とともに、GIS を駆使し即座に地図化をはか
り、分布特徴を確認した上で、新語や新方言
の発生地の特定や、新形式発生のメカニズム
を可能な限り解明することを目指した。 
 
４．研究成果 
SNS のうち、Twitter に投稿されたことば

は、口語的な性格を帯びており、地域言語に
関するデータとしても活用できる可能性を
秘めている。本稿では、この可能性について
検討するため、Twitter による抽出結果と、
全国の高年層を対象に実施した方言調査の
結果および全国の大学生を対象に実施した
方言アンケート調査結果等との比較を行い、
どのような違いがみられるかについて検討
を行った。この結果、Twitter による抽出結
果は伝統方言の回答が多かった高年層デー
タよりも大学生から得られた結果と一致す
ることが多かった。Twitter の利用世代は昨
今、高年層にまで及んでいるものの、Twitter
の利用は大半が若年世代であることから大
学生の結果がよく一致したと推定できる。 
以下では、大学生アンケート調査と

Twitter による抽出結果の一部を掲げてみる
ことにする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
「自動車学校」を「ジシャコー」と言うか 
図 1 （大学生アンケート調査結果） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「自動車学校」を「ジシャコー」と言うか 
図 2   （Twitter 検索結果） 
 
「自動車学校」をどう呼ぶかを調べた結果

の中からジシャコー（自車校）と呼ぶ地域を 
示したものが図 1と図 2である。図 1が大学
生アンケート結果、図 2が Twitter による抽



出結果である。暖色になるほど使用率が高く
なるよう、地図化を行ったが、ともに東北地
方での使用率が高く、結果はほぼ一致した。
同様にシャガク（車学）という言い方を多か
った地域を色分けしたものが図 3・図 4 であ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「自動車学校」を「シャガク」と言うか 
図 3 （大学生アンケート調査結果） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
「自動車学校」を「シャガク」と言うか 
図 4   （Twitter 検索結果） 
 
図 3・図 4 ともに新潟や山形と、高知で使

用率が高いが、図 1・図 2 と同様、分布が酷
似していることが分かる。このほか、分布図
の掲載は控えるが、シャコー（車校）という
呼び方はともに東海地方と九州地方で使用
率が高く、ほぼ一致した。また、沖縄ではジ
レン（自練）という呼び方の使用率がともに 
高かった。「自動車学校」の各地の呼び方は、
おそらくいずれの地域も、省略された語形が 
「気づかない方言」と認識されているとみら
れる。 
この「自動車学校」以外にも「絆創膏」の

呼び方など、比較的新しく各地方で使用され
ている新方言（カットバン、サビオ、バンド
エイドなど）についても同じように比較して
みたところ、いずれの語形も大学生アンケー
ト調査とTwitterによる抽出結果とでよく似
た結果を得た。このような点から「気づかな
い方言」や「新方言」については Twitter に 
 
 
 
 
 
 
 
 

「オモンナイ」の分布図 
図 5   （Twitter 検索結果） 
 

よる抽出結果を通じてほぼ信頼できる結果
が得られることが判明した。 
Twitter データの利用の可能性として、今

後行われる方言の地域差を探る大規模な調
査の予備調査としての役割が担えるはずで、
本調査に先駆けて地理的分布を確認するこ
とにより、項目の選定などで効力を発するに
違いない．図 5は「おもしろくない」の新し
い形式であるオモンナイをTwitterデータか
ら地図化したものである。 
80 年代末に大阪市内で使用され出した「非

常に・たいへん」を意味するメッチャや「自
転車」のチャリの分布を調べた結果、47都道
府県全域でこれらの語形が使用されている
ことが確認された ．ただ、Twitter データの
なかには、「打ちことば」として三つの用法
を有するヴァーチャル方言が存在する．さら
に Twitter 利用者には、先述のとおり、ヘビ
ーユーザーもいれば半年に一、二度しか
Twitter を利用しないライトユーザーも大勢
いるはずである．その結果、ヘビーユーザー
のツイートはTwitterデータ内に当然多く残
るが、ライトユーザーのデータの数は限られ
るということが実際に起きている． 
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